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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
木
村
　
清
孝

　
　
　
　
　
　
　
納
冨
　
常
天

　
　
　
　
　
　
　
関
根
　
　
透

司　
　
　

会
　
　
矢
島
　
道
彦

司
会
　
こ
れ
か
ら
質
疑
応
答
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
い
ま
は
、
木
村
先
生
の
お
話
の
後
、
納
冨
先
生
と
関
根
先
生
か
ら
ご
発

表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
二
人
の
ご
発
表
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
内
容
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
ね
。

御
移
転
の
要
因
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
し
、
移
転
先
に
つ
い
て
も
、
い
ま
は
鶴
見
に
あ
っ
て
当
然
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
候
補
地
に
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
御
移
転
の

計
画
そ
の
も
の
が
、
実
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
あ
っ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
は
、
各
先
生
に
い
ろ
い
ろ
と
会
場
か
ら
ご
質
問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
お
答
え
い
た
だ

く
と
い
う
形
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
本
学
の
学
生
も
た
く
さ
ん
お
見
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
初
は
学
生
さ
ん

か
ら
の
質
問
で
す
。「
具
体
的
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
く
て
、
移
転
先
が
鶴
見
に
決
定
し
た
の
で
す
か
」。
鶴
見
が
移
転
先
と

し
て
名
前
が
出
さ
れ
て
選
ば
れ
た
、
そ
の
理
由
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
と
い
う
質
問
で
す
。
納
冨
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

納
冨
　
微
妙
な
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
東
京
府
下
や
大
分
県
・
長
野
県
・
宮
崎
県
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
建
白
書
や
請
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願
書
に
よ
り
ま
す
と
、
東
京
周
辺
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
こ
と
。
な
お
か
つ
廉
価
で
あ
る
こ
と
。
適
当
な
場
所
と
い
う
ふ
う
な

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
ま
ず
廉
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
東
京
に
近
い
と
い
う
こ
と
、
そ

れ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
類
推
で
は
、
当
時
、
国
際
的
な
窓
口
と
い
う
の
は
、

横
浜
港
な
ん
で
す
ね
。
従
い
ま
し
て
、
東
京
と
横
浜
の
間
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

要
す
る
に
、
八
王
子
や
松
戸
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
土
地
（
建
設
用
地
）
入
取
の
問
題
や
経
費
の
問
題
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
勘
案
し
て
、で
き
る
だ
け
効
率
的
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
と
検
討
を
加
え
、熟
議
の
結
果
、や
っ
ぱ
り
成
願
寺
が
土
地
（
境

内
）
を
寄
付
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鶴
見
に
決
定
し
た
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

司
会
　
は
い
。
次
に
、「「
６
月
５
日
人
夫
を
雇
い
秘
密
に
巡
視
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、秘
密
に
巡
視
し
た
理
由
は
何
故
で
す
か
。
ま
た
「
土

地
献
納
を
極
秘
に
談
示
」
し
た
の
は
何
故
で
す
か
。」
と
い
う
質
問
で
す
。

納
冨
　「
秘
密
に
巡
視
す
」、
或
い
は
「
土
地
献
納
を
極
秘
に
示
談
し
た
」
の
は
何
故
か
と
い
う
質
問
で
す
ね
。
そ
れ
は
地
元
（
鶴
見
）
＝

地
域
社
会
の
了
解
を
と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
秘
密
に
巡
視
す
る
の
は
当
然
で
す
。
ま
た
成
願
寺
の
土
地
献
納
を
極
秘
に
示

談
し
た
と
あ
り
ま
す
の
は
、
成
願
寺
の
境
内
を
献
納
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
職
の
独
断
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
成
願
寺
の
檀

家
を
は
じ
め
、
本
寺
（
建
功
寺
）
や
同
門
（
永
昌
寺
）
の
了
解
が
必
要
で
す
。
ま
た
地
元
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
極
秘
に
取
り
決
め
た
わ
け
で
す
。
ま
た
總
持
寺
と
そ
の
末
寺
で
あ
る
建
功
寺
の
末
寺
（
孫
寺
）
で
あ
る
成
願
寺
と
内
々

に
取
り
決
め
て
も
、
總
持
寺
は
永
平
寺
と
同
列
の
曹
洞
宗
大
本
山
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
永
平
寺
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
ま
た
總
持
寺
に
は
一
万
余
の
末
寺
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
末
寺
の
了
解
＝
末
寺
の
代
表
者
会
議
で
あ
る
曹
洞
宗
諮
詢
会

で
賛
成
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
内
々
に
話
を
進
め
た
わ
け
で
す
。
そ
の
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
ま
す
と
、
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（
１
）
栗
山
泰
音
が
明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
八
日
に
鶴
見
を
極
秘
に
探
検
す
る
。

（
２
）
明
治
三
十
五
年
八
月
は
道
元
禅
師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
が
永
平
寺
で
奉
修
さ
れ
る

（
３
）
栗
山
泰
音
が
明
治
三
十
六
年
七
月
三
日
、
成
願
寺
と
土
地
献
納
を
極
秘
に
談
示
す
る

（
４
）
明
治
三
十
七
年
二
月
、
日
露
戦
争
勃
発
に
よ
り
再
建
事
業
停
滞
す
る

（
５
）
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
六
日
、
成
願
寺
よ
り
「
移
転
再
建
敷
地
献
納
願
書
」
お
よ
び
地
元
有
力
者
八
人
に
よ
る
「
旨

趣
賛
同
書
」
提
出

（
６
）
明
治
三
十
九
年
七
月
十
日
、
永
平
寺
森
田
悟
由
禅
師
の
同
意
書
を
得
る

（
７
）
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
三
日
、『
北
国
新
聞
』・『
政
教
新
聞
』
が
總
持
寺
鶴
見
移
転
を
報
道

（
８
）
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
六
日
～
二
十
九
日
、
曹
洞
宗
諮
詢
会
開
催
（
賛
成
多
数
）
し
、
移
転
地
鶴
見
に
決
定

（
９
）
明
治
三
十
九
年
八
月
二
日
、
能
本
山
非
移
転
同
盟
倶
楽
部
設
立
（
本
部
は
穴
水
の
門
前
区
長
小
向
茂
平
宅
）

　
　
　
　

つ
い
で
に
移
転
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、

（
１
）
明
治
三
十
一
年
四
月
十
三
日
、
火
災
に
よ
り
主
要
伽
藍
が
焼
失
す
る

（
２
）
石
川
素
童
大
本
山
總
持
寺
東
京
出
張
所
監
院　

明
治
三
十
一
年
四
・
五
月
の
『
宗
報
』
第
三
十
三
・
三
十
四
号
で
罹
災
状

況
を
宗
務
局
・
全
国
の
末
寺
に
報
告

（
３
）
宗
務
局
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
、
大
本
山
總
持
寺
諸
堂
再
建
の
告
諭
、
諸
法
規
発
令

（
４
）
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
三
日
（
告
諭
後
八
日
）、
東
京
府
下
曹
洞
宗
寺
院
住
職
能
親
会
「
東
京
移
転
建
白
書
」
提
出

（
５
）
明
治
三
十
三
年
二
月
、
国
有
林
首
山
・
鶴
山
の
二
箇
林
を
再
建
地
設
備
上
境
内
へ
の
編
入
願
提
出

（
６
）
明
治
三
十
三
年
六
月
十
三
日
、
大
分
県
有
志
寺
院
に
よ
る
建
白
書
提
出

（
７
）
明
治
三
十
三
年
七
月
十
七
日
、
長
野
県
北
部
曹
洞
宗
寺
院
住
職
・
檀
信
徒
、
本
山
移
地
建
白
書
提
出
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（
８
）
明
治
三
十
三
年
八
月
十
八
日
、
十
月
六
日
、
十
月
十
五
日
、
長
野
県
曹
洞
宗
寺
院
住
職
・
檀
信
徒
に
よ
る
請
願
書
提
出

（
９
）
明
治
三
十
三
年
十
月
五
日
、
宮
崎
県
宗
務
支
局
、「
能
本
山
移
転
之
建
白
書
」
提
出

　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
移
転
建
白
書
や
請
願
書
が
、
次
々
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
東
京
府
下
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
と
大
同
小

異
で
す
が
、
東
京
府
下
か
ら
出
さ
れ
た
建
白
書
の
後
に
、
門
前
町
境
内
（
旧
地
）
に
国
有
林
の
編
入
願
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
こ
の
時
点
ま
で
は
旧
地
（
祖
地
）
再
建
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
大
分
県
か
ら
の
建
白
書
に
「
我
大

本
山
總
持
寺
ヲ
以
テ
東
京
ヘ
移
転
ス
ル
コ
ト
ハ
明
治
二
十
九
年
九
月
十
二
日
既
ニ
建
白
書
ヲ
奉
呈
致
シ
置
キ
其
ノ
地
論
ハ
如
何

哉
」と
あ
る
こ
と
は
、火
災
前
か
ら
移
転
の
気
運
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
本
山
移
地
転
境
書
類
の
中
の「
覚
書
」に
、

明
治
初
年
か
ら
金
沢
移
転
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
東
京
府
下
曹
洞
宗
寺

院
住
職
能
親
会
か
ら
の
「
東
京
移
転
建
白
書
」
に
「
諸
宗
ニ
率
先
シ
テ
之
ヲ
輦
轂
ノ
下
ニ
移
ス
ト
同
時
ニ
宗
門
百
年
ノ
大
計
ヲ

諸
嶽
總
持
ノ
頂
キ
ニ
樹
テ
」
と
あ
る
こ
と
や
、
長
野
県
北
部
か
ら
出
さ
れ
た
總
持
寺
東
京
移
転
請
願
に
は
「
恐
レ
ナ
ガ
ラ
今
上

陛
下
（
明
治
天
皇
）
ハ
桓
武
天
皇
以
来
殆
ド
千
百
年
間
帝
都
タ
リ
シ
京
都
ヨ
リ
現
今
ノ
東
京
ニ
移
リ
以
テ
帝
都
ト
奠
メ
ラ
レ
候
」

と
あ
り
、
ま
た
「
大
本
山
總
持
寺
ハ
昼
夜
ノ
警
戒
極
メ
テ
厳
ナ
ル
ニ
モ
も
拘
ワ
ラ
ズ
一
瞬
ノ
間
ニ
焼
失
シ
タ
ル
ハ
或
ハ
太
祖
国

師
大
寂
定
中
ニ
在
ツ
テ
位
置
ヲ
転
ス
ル
ノ
機
ヲ
促
サ
レ
タ
ル
ヤ
モ
計
リ
難
ク
候
」
と
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
先
ほ
ど
の
成
願
寺
さ
ん
な
ど
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
会
場
の
方
か
ら
で
す
。「
總

持
寺
が
能
登
か
ら
御
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
成
願
寺
や
建
功
寺
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
お
寺
と
總
持
寺
の
現
在
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

納
冨
　
そ
れ
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
十
日
に
成
願
寺
に
対
し
て
、總
持
寺
移
転
再
建
敷
地
献
納
に
つ
い
て
「
定
書
」
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が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
当
本
山
は
成
願
寺
に
対
し
、
自
今
左
の
件
々
を
実
行
す
る
と
し
て
、
八
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
成
願
寺
ハ
永
久
本
山
々
内
寺
院
ト
シ
、
慣
例
ニ
基
タ
ル
特
待
ノ
待
遇
ヲ
与
フ
。

（
２
）
成
願
寺
住
職
ハ
永
久
本
山
知
客
ノ
役
位
ニ
摂
ス
。

（
３
）
成
願
寺
ニ
ハ
永
久
本
山
ヨ
リ
毎
年
金
弐
百
円
ヲ
支
給
シ
其
ノ
歳
計
補
助
費
ニ
充
テ
シ
ム
。
但
シ
毎
年
六
月
・
十
二
月
ノ

二
回
ニ
金
百
円
宛
ヲ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（
４
）
成
願
寺
ニ
ハ
永
久
本
山
ヨ
リ
毎
年
金
拾
円
ヲ
支
給
シ
其
ノ
伽
藍
修
繕
費
ニ
充
テ
シ
ム
。
但
シ
毎
年
十
二
月
ニ
支
給
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
。

（
５
）
成
願
寺
ト
其
ノ
本
寺
タ
ル
建
功
寺
ト
ノ
本
末
関
係
ハ
永
久
現
在
ノ
儘
ニ
維
持
シ
テ
変
更
セ
シ
メ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ

建
功
寺
ハ
特
ニ
本
山
近
門
寺
院
ニ
摂
ス
。

（
６
）
成
願
寺
ト
其
ノ
檀
徒
ト
ノ
寺
檀
関
係
ハ
永
久
本
山
ヨ
リ
之
ヲ
変
更
セ
シ
メ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
成
願
寺
は
總
持
寺
山
内
寺
院
と
し
て
特
別
に
待
遇
し
、
住
職
は
永
久
本
山
の
知し

か客
（
接
待
役
）
の
役
位
に
す
る
と

と
も
に
寺
院
経
営
費
・
伽
藍
修
繕
費
を
支
給
す
る
。
ま
た
建
功
寺
と
の
本
末
関
係
や
成
願
寺
の
寺
檀
関
係
は
変
更
を
し
な
い
と

あ
り
ま
す
。
な
お
建
功
寺
も
近
門
寺
院
に
列
す
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
外
に
褒
命
旨
趣
に
よ
り
永
代
色
衣
の
着
用
を
特
許
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
現
在
ま
で
に
は
何
回
も
宗
制
が
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら「
定
書
」も
改
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
成
願
寺
・
建
功
寺
に
聞
か
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
両
寺
と
總
持
寺
の
関
係
は
両
寺
と
も
總
持
寺
末
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
末
関
係
を
示
し
ま
す
と
、
總
持
寺
直
末
總
寧
寺
（
千
葉
市
川
市
）、
そ
の
末
寺
清
源
院
（
神

奈
川
厚
木
市
）、
そ
の
末
寺
龍
散
寺
（
神
奈
川
愛
甲
郡
）、
そ
の
末
寺
建
功
寺
、
そ
の
末
寺
成
願
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
納
冨
先
生
に
集
中
し
ま
す
け
れ
ど
、「
御
移
転
の
本
意
は
、
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
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質
問
も
あ
り
ま
す
。「
御
移
転
の
遠
因
は
、
困
窮
、
負
債
等
と
の
こ
と
で
す
が
、
借
財
を
し
て
ま
で
遂
げ
た
か
っ
た
御
移
転
の
本

意
は
、
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

納
冨
　
前
の
質
問
に
も
答
え
ま
し
た
移
転
の
動
向
の
中
に
、
東
京
府
下
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
「
東
京
移
転
建
白
書
」
の
後
に
、
門
前
町
の

境
内
に
隣
接
す
る
首
山
と
鶴
山
の
二
箇
の
国
有
山
林
を
再
建
地
設
備
上
境
内
へ
の
編
入
願
を
石
川
県
庁
に
提
出
し
て
い
ま
す
か

ら
、
こ
の
時
点
ま
で
は
旧
地
に
再
建
す
る
計
画
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
明
治
維
新
に
な
り
時
勢
・
制
度

と
も
に
変
革
し
た
の
で
新
た
な
興
法
利
生
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
能
登
の
辺
境
で
は
交
通
・
参
拝
に
不
便
で
あ
る
か

ら
明
治
初
年
か
ら
金
沢
移
転
説
が
あ
っ
た
こ
と
、
石
川
県
下
の
曹
洞
宗
寺
院
百
十
ヶ
寺
、
檀
家
三
千
三
百
九
十
戸
で
あ
る
の
に

対
し
、
東
京
周
辺
で
あ
れ
ば
対
象
は
全
国
の
曹
洞
宗
寺
院
一
万
四
千
百
四
十
六
ヶ
寺
、
檀
家
百
十
一
万
四
千
七
百
七
十
四
戸
で

あ
る
こ
と
や
、
長
野
県
の
請
願
書
に
、
今
や
東
京
は
帝
都
と
し
て
、
中
央
政
府
の
所
在
地
と
し
て
、
商
工
業
の
発
達
地
と
し
て

日
本
全
国
の
国
民
の
み
な
ら
ず
、
外
国
国
民
に
至
る
ま
で
集
合
す
る
所
で
、
経
済
上
有
利
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
さ
き
ほ
ど
木
村

学
長
も
言
わ
れ
ま
し
た
都
市
教
化
＝
布
教
伝
道
に
有
益
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
私
が
結
び
の
と
こ
ろ
で
述
べ
ま
し
た

よ
う
に
、
瑩
山
禅
師
が
終
生
目
指
さ
れ
た
民
衆
教
化
に
適
う
も
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
道
元
禅
師
の
『
御
遺
言
記
録
』
の
世
に

随
い
、
時
に
随
い
、
実
践
す
る
所
が
も
っ
と
も
勝
れ
た
所
と
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
只
時
に
の
ぞ
み
事

に
触
れ
て
興
法
利
生
の
た
め
、
す
べ
て
を
斟
酌
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
立
場
に
も
適
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

司
会
　
納
冨
先
生
、
も
う
一
つ
だ
け
。「
御
移
転
の
直
接
原
因
は
明
治
三
十
一
年
四
月
十
三
日
の
火
災
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
火
災
は
何

故
起
こ
っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。
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納
冨
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
罹
災
状
況
を
詳
細
に
宗
務
局
や
全
国
の
末
寺
に
報
告
し
ま
し
た
『
宗
報
』
第
三
十
四
号
（
明
治
三
十
一
年
五
月

十
五
日
発
行
）
に
「
今
回
に
於
け
る
大
火
災
の
原
因
に
就
い
て
は
、
其
調
査
未
だ
正
確
な
ら
ざ
り
し
が
、
右
は
全
く
法
堂
の
西

入
側
な
る
洋
燈
よ
り
発
火
せ
し
も
の
な
り
と
云
ふ
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
法は
っ
と
う堂
（
説
法
す
る
道
場
、
後
に
は
仏
殿
が
法
堂
を
兼

ね
る
よ
う
に
な
る
）
の
西
入
口
の
側
に
置
い
た
ラ
ン
プ
が
火
元
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
ラ
ン
プ
は
能
登
地
方
で
は
ど
れ
ほ
ど

普
及
し
て
い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
總
持
寺
で
は
利
用
し
て
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

總
持
寺
で
は
何
回
も
火
災
に
あ
っ
て
い
ま
す
。『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
（
平
成
十
六
年
四
月
発
行
）
に

判
明
し
て
い
る
限
り
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、（
１
）
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
十
一
月
十
五
日
、（
２
）
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

兵
火
、（
３
）
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
妙
高
庵
、
方
丈
、
仏
殿
、
大
庫
裡
、
山
門
そ
の
他
、（
４
）、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

方
丈
、（
５
）
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
如
意
庵
、（
６
）
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
一
月
二
十
一
日
、
如
意
庵
、
仏
殿
、
禅
堂
、

妙
高
庵
、
伝
法
庵
、
大
庫
裡
な
ど
十
七
棟
（
普
蔵
院
、
洞
川
庵
は
免
れ
る
）
な
ど
で
す
。
と
り
わ
け
文
化
三
年
の
火
災
に
つ
い

て
は
発
生
か
ら
再
建
ま
で
の
詳
細
な
記
録
が
あ
り
、
紀
要
に
述
べ
て
お
き
ま
し
た
か
ら
、
お
読
み
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

火
災
は
伝
法
庵
開
基
大
徹
宗
令
（
一
三
三
三
～
一
四
〇
八
）
の
四
百
回
大
遠
忌
（
正
当
は
一
月
二
十
五
日
）
法
要
の
準
備
中
で

立
て
込
ん
で
お
り
、
発
火
元
の
如
意
庵
に
は
典て
ん
ぞ座
（
食
事
を
司
る
役
）
と
侍
真
（
開
祖
像
に
給
侍
す
る
役
）
が
留
守
居
し
て
い

る
時
に
、
風
聞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
々
に
飲
酒
し
泥
酔
の
あ
ま
り
失
火
に
及
ん
だ
と
さ
れ
、
以
後
總
持
寺
で
は
薬
用
酒

も
無
用
と
す
る
ほ
ど
飲
酒
を
禁
じ
、
火
の
始
末
を
厳
重
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
總
持
寺
の
み
な
ら
ず
、
一
般
寺
院
や
一
般

家
庭
で
も
火
の
用
心
に
つ
い
て
は
心
を
配
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
明
治
三
十
一
年
の
火
災
は
油
断
に
よ
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　
　
　

司
会
　
こ
の
質
問
を
さ
れ
た
方
は
、
短
大
部
の
学
生
さ
ん
で
す
が
、
質
問
の
続
き
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
方
が
思
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
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ね
。「
先
生
の
お
話
の
中
で
、「
火
災
が
起
こ
る
前
か
ら
移
転
を
考
え
て
い
た
」
と
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
移
転

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
関
係
者
が
わ
ざ
と
火
災
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。」
っ
て
書
い
て
あ
り

ま
す
。
一
応
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

納
冨
　
こ
の
よ
う
な
穿
っ
た
考
え
も
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
る
人
か
ら
全
焼
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
古
書
・
古
文
書
・
美
術
品

な
ど
の
文
化
財
だ
け
が
あ
ま
り
に
も
た
く
さ
ん
、
立
派
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
不
思
議
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
移
転
の
建
白
書
や
請
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
さ
き
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
總
持
寺
は
国
有

林
の
払
下
げ
を
受
け
、
境
内
地
に
編
入
す
る
願
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
明
治
初
年
金
沢
移
転
説
が
あ
り
ま
し
た
の
も
、

明
治
維
新
に
な
り
、
す
べ
て
が
変
革
し
た
の
で
、
新
た
な
興
法
利
生
策
を
講
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
大
分
県
か
ら
明

治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
東
京
移
転
を
建
白
し
た
意
趣
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
じ
よ
う
な
意
向

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
前
々
か
ら
の
動
向
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
短
絡
的
に
火
災
を
故
意
に
起
こ
し
た
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

司
会
　
関
根
先
生
に
は
、「
御
真
龕
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
す
。

関
根
　
は
い
。
実
は
、
私
も
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
字
引
を
引
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
素
人
で
す
か
ら
、
明
確
に

は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
一
応
調
べ
ま
す
と
、
御
真
龕
の
「
龕
」
と
い
う
の
は
廚
子
の
よ
う
な
も
の
で
、
位
牌
だ
と
か

を
入
れ
て
二
重
扉
で
開
く
よ
う
な
、
神
仏
を
安
置
す
る
ケ
ー
ス
だ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
多
分
そ
ん
な

箱
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、御
真
牌
と
い
わ
れ
る
も
の
を
入
れ
て
、お
運
び
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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そ
れ
で
、
新
聞
等
を
見
ま
す
と
、
そ
の
上
に
錦
襴
の
布
を
被
せ
た
と
い
う
ふ
う
に
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
真
牌
が

御
真
龕
の
中
に
入
っ
て
、
そ
の
上
を
さ
ら
に
布
で
五
色
を
被
せ
た
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
最
乗

寺
に
来
た
時
に
、
夕
日
に
大
変
輝
い
て
綺
麗
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
新
聞
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

司
会
　
そ
の
御
真
龕
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
担
が
れ
た
の
で
す
ね
。

関
根
　「
十
六
名
に
担
が
れ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
そ
れ
ら
が
大
雄
山
最
乗
寺
に
、
在
田
証
宗
師
と
川
口
亮
純

師
が
到
着
し
た
時
に
運
ん
だ
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。『
北
國
新
聞
』
の
十
月
二
十
六
日
の
記
事
に
は
、
す
で
に

最
乗
寺
に
御
真
牌
等
が
届
い
て
お
り
、
経
典
も
含
め
て
た
く
さ
ん
の
も
の
が
運
ば
れ
て
い
た
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
考
え
ま
す
と
、
お
二
人
の
方
は
、
も
し
か
し
た
ら
御
尊
牌
だ
け
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
大
雄
山
に
着
い
て
か
ら
そ
れ
を
御

真
龕
の
中
に
入
れ
て
、
大
雄
山
か
ら
十
六
人
の
僧
侶
が
担
い
で
運
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
鶴
見
に
着
き
ま
す
と
、
馬
車
で
運
ん

だ
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
は
経
典
も
あ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が
、
新
聞
に
よ
っ

て
各
々
違
い
ま
す
。
特
に
新
聞
を
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
い
き
ま
す
と
、
今
度
は
時
間
が
全
然
合
わ
な
い
の
で
す
ね
。
日
付
も
合
わ

な
い
。
そ
し
て
、
あ
る
新
聞
に
は
、
禅
師
様
は
大
雄
山
に
上
が
ら
れ
て
、
そ
れ
を
お
迎
え
に
行
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
他

の
新
聞
に
は
、
貫
首
代
理
の
平
野
大
仙
師
が
回
向
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
調
べ
て
い
き
ま
す
と
、
国

府
津
駅
近
く
に
案
下
所
が
あ
っ
て
、
そ
の
近
く
の
「
蔦
屋
」
と
い
う
旅
館
に
禅
師
様
は
お
泊
り
に
な
っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
真
実
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
記
述
を
照
ら
し
合
わ
せ
ま
す
と
、
多
分
、
石
川
禅
師
様
は
大
雄

山
に
上
が
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
御
真
龕
を
屈
強
の
十
六
人
の
僧
侶
が
担
い
で
降
り
て
き
た
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
校
の
講
堂
に
安
置
し
た
後
、
小
田
原
街
道
を
過
ぎ
ま
す
と
、
緋
毛
氈
を
敷
い
た
真
田
三
吉
宅
の
「
紀
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三
」
に
安
置
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
次
い
で
国
府
津
の
駅
に
着
き
ま
す
と
、
蔦
屋
の
別
館
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
手
を
合
わ
せ
に
来
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
実
際
に
別
院
か
ら
御
真
龕
な
ど
の
も
の
の
他
に
、
い

ろ
い
ろ
な
宝
物
が
大
雄
山
か
ら
そ
の
時
に
運
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
う
少
し
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
の
が
実
情
で
す
。

司
会
　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
先
生
の
お
作
り
い
た
だ
い
た
資
料
の
中
の
、
西
有
穆
山
禅
師
の
葬
送
の
写

真
の
中
に
、
お
棺
を
担
い
で
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
い
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
時
間
の
方
も
押
し
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
会
場
か
ら
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
て
、
す
べ

て
に
ご
解
答
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
。
関
根
先
生
、
先
生
は
今
日
は
制
約
さ
れ
た
時
間

の
中
で
の
ご
発
表
で
し
た
が
、
今
度
は
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ご
発
表
の
機
会
も
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

関
根
　
今
年
の
十
一
月
五
日
、
こ
の
あ
た
り
が
ち
ょ
う
ど
御
移
転
百
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
是
非
、
昨
年
十
一
月
に
「
プ
レ
パ
ネ
ル

展
」
と
い
う
の
を
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
少
し
資
料
も
新
し
い
も
の
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
十
一
月
の
御
移

転
の
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
こ
こ
（
大
学
会
館
）
の
一
階
の
と
こ
ろ
で
開
催
し
ま
す
。
パ
ネ
ル
を
百
枚
く
ら
い
、
ま
た
お

見
せ
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
、
当
時
の
總
持
寺
の
ご
様
子
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
、
学
生
さ
ん
か
ら
木
村
先
生
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
入
学
式
が
な
か
っ
た
の
で
、
学
長
先
生
に
今
日

初
め
て
会
え
ま
し
た
。」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
つ
い
で
に
納
冨
先
生
の
と
こ
ろ
に
も
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、「
頓
知
の
き
い
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た
先
生
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

納
冨
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
頓
知
が
き
く
ほ
ど
頭
の
回
転
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
老
耄
し
て
お
り
ま
す
の
で
一

つ
言
及
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
境
内
地
を
献
納
し
た
後
の
成
願
寺
の
再
建
に
つ
い
て
で
す
。
佐
久
間
権
蔵

日
記
に
そ
の
件
に
触
れ
て
い
ま
す
か
ら
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
明
治
四
十
五
年
一
月
十
四
日
、
日
曜
、
晴
、
池
田
丑

五
郎
、
谷
川
竹
蔵
来
リ
、
本
山
ニ
テ
成
願
寺
ヲ
建
設
ノ
為
メ
青
山
ニ
テ
相
当
寺
院
ヲ
買
収
シ
、
近
日
引
キ
ト
リ
建
築
方
ヲ
何
人

ニ
カ
命
ス
ル
ニ
ツ
キ
、
谷
川
ニ
下
命
運
動
ヲ
懇
々
予
ニ
依
頼
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
青
山
で
買
収
し
た
寺
院
で
再
建
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
し
ょ
う
。

司
会
　
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
木
村
先
生
、
い
く
つ
か
の
ご
質
問
を
ま
と
め
て
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。「
木

村
先
生
は
、
こ
れ
か
ら
の
総
持
寺
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
福
祉
事
業
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
点
は
命
を
守
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
長
年
に
わ
た
り
一
年
間
に
三
万
人
も
の
方
々
が
自
ら
命
を
断
っ
て
お
り
ま
す
。
現
今
の
社
会
情
勢
と
共
に

こ
の
こ
と
に
対
す
る
対
応
及
び
防
止
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
そ
れ
か
ら
、
社
会
福
祉

に
質
問
が
集
中
し
て
お
り
ま
す
が
、「
大
学
の
社
会
福
祉
の
講
義
内
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
、
あ
ま
り
社
会
福
祉
事
業
と

い
う
も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
学
ん
だ
の
で
す
が
、
明
治
時
代
の
社
会
福
祉
事
業
へ
の
進
出
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
も
の
と
は
違
い
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。
そ
れ
か
ら
保
育
科
の
学
生
さ
ん
か
ら
、「
女

子
教
育
は
、
光
華
女
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
い
ま
私
た
ち
学
生
が
受
け
て
い
る
も
の
と
は
ど
う
違
う
の

か
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
女
子
教
育
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
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木
村
　
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉
事
業
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
、
納
冨
先
生
の
方
か
ら
も
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
瑩
山
禅
師
様
の
思
い
と
い
い
ま
す
か
、
願
い
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
基
づ
け
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

進
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
当
時
は
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
令
等
に
よ
っ
て
、
仏
教

が
現
実
に
、
経
済
的
な
面
も
含
め
ま
し
て
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
改
め
て
社
会
と
人
間
の
リ
ア
ル

な
す
が
た
や
そ
の
中
で
仏
教
は
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
、
そ
う
い
う
流

れ
が
で
き
て
き
て
、
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
の
事
業
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
　
　
　

先
ほ
ど
、
公
益
質
屋
と
い
う
の
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
広
い
意
味
で
、
貧
し
く
困
っ
て
い
る
人
に
、
一
時
的
に
、
お
そ
ら
く

か
な
り
低
い
利
子
で
、
物
を
預
か
っ
て
お
金
を
貸
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
孤
児
た
ち
の
面
倒
を
み
る

と
か
、
お
年
寄
り
や
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
病
院
を
作
っ
て
ケ
ア
を
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
母
子
寮
を
作
る
と
か
で
す
ね
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
と
っ
て
、
社
会
福
祉
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
現
在
ま
で
も
受
け
継
が

れ
て
き
て
い
ま
す
。
な
お
、
質
屋
は
、
現
在
で
は
社
会
福
祉
の
枠
組
み
に
は
入
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
と

し
て
は
、
そ
の
中
の
一
事
業
と
み
な
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
命
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
、
自

死
、
自
殺
の
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
命
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
も
の
で
あ
り
、
命
の
尊
厳
性
と
い
う
の
は
、

基
本
的
に
き
ち
ん
と
守
り
、
受
け
継
い
で
い
く
、
自
ら
の
生
き
方
の
中
で
確
か
な
位
置
づ
け
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
仏
教
者
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
命
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
考
察
し
、
そ
の
見
方
を
正
し
く
人

び
と
に
説
き
広
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
例
え
ば
、
命
と
い
う
も
の
は
、
い
わ
ば
共
生
的
に
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
、
命
は
決
し
て
実
体
で
は
な
く
、
縁
起
的
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
言
葉
を
代
え
れ
ば
、
仏
の
力
に
支
え
ら
れ

て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
命
の
本
質
的
な
あ
り
よ
う
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
わ
せ
て
伝
え
て
い
く
と
い
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う
こ
と
が
、
私
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

現
代
に
お
い
て
は
、
人
の
命
が
絶
対
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
身
体
的
、
生
理
的
人
間
の
生
命
だ
け
が
絶
対
視
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
逆
に
亡
く
な
る
こ
と
、
命
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
無
価
値
な
も
の
に
転
ず
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
命
そ
の
も
の
が
、
生
も
死
も
含
め
て
、
縁
起
的
な
場
に
お
い
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
わ
せ
て
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

　
　
　
　

自
死
、自
殺
の
問
題
は
、現
在
曹
洞
宗
で
も
、大
変
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
実
は
、
こ
の
問
題
は
、
思
う
に
、
簡
単
に
議
論
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
命
を
粗
末
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
大
事
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
自
死
、
自
殺
は
決
し
て
勧
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、簡
単
に
自
殺
す
る
人
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
間
違
い
だ
」
と
断
罪
す
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、

少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況
と
い
う
も
の
を
深
く
見
極
め
ま
す
と
、
今
回
の
大
震
災
で
命
を
失
っ

た
方
々
に
対
し
て
何
も
言
え
な
い
の
と
同
じ
よ
う
な
問
題
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
外
か
ら
は
見
え
な
い
、
わ

か
ら
な
い
世
界
で
す
。
そ
の
わ
か
ら
な
い
世
界
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
い
い
加
減
な
こ
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
で
ま
ず
、命
の
問
題
を
捉
え
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
な
い
と
、私
は
駄
目
だ
と
思
う
の
で
す
ね
。
そ
こ
を
踏
ま
え
た
上
で
、

命
を
大
切
に
と
い
う
説
き
方
を
し
て
い
か
な
い
と
、
本
当
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

も
う
一
つ
、
過
去
の
女
子
教
育
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
、
光
華
女
学
校
と
か
、
初
期
の
鶴
見
女
子
高
校

で
ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
、
詳
し
い
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
も
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
「
建
学
の
精
神
」、
す
な
わ
ち
「
大
覚
円
成　

報
恩
行
持
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
出
発

の
時
点
か
ら
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
釈
尊
の
悟
り
と
い
い
ま
す
か
、
そ
れ
を
人
格
の
完
成
と
い
う
捉
え
方
を
い
た
し
ま
し
て
、
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ま
ず
そ
の
人
格
完
成
を
標
榜
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、
道
元
禅
師
以
来
重
視
さ
れ
て
き
た
「
行
持
」

と
、
特
に
瑩
山
禅
師
、
峨
山
禅
師
が
強
調
さ
れ
た
「
報
恩
」
を
掲
げ
て
、
女
子
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
ま
だ
こ
の
時
代
、
大
正
年
間
に
は
、
あ
る
時
期
、
女
性
の
男
性
に
対
す
る
平
等
性
が
叫
ば
れ
て
は
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現

実
社
会
の
中
で
男
女
の
平
等
が
実
現
す
る
側
面
と
い
う
の
は
極
め
て
小
さ
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
中
で
、
自
立
で
き
る
、

し
か
も
、
周
り
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
と
い
う
仏
教
的
な
報
恩
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
た
女
性
を
育

て
て
い
こ
う
。
―
―
そ
う
い
う
理
念
で
教
育
に
あ
た
っ
て
い
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
学
生
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
な
ん
で
す
け
れ
ど
、「
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
木
村
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

木
村
　
本
学
で
は
二
年
前
か
ら
、現
在
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、大
学
な
い
し
総
持
学
園
を
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

大
学
の
、
ま
た
学
園
全
体
の
再
構
築
に
つ
い
て
一
生
懸
命
議
論
し
て
、
そ
こ
で
出
た
方
策
を
、
今
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
具
体

化
し
て
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
質
問
の
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
問
題
も
そ
の
議
論
を
進
め
て
い
く
中
で
出
て
き
た

も
の
で
し
て
、ま
だ
は
っ
き
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
ホ
ス
ピ
ス
、あ
る
い
は
ビ
ハ
ー

ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
例
え
ば
、
癌
で
あ
と
余
命
何
ヶ
月
と
か
一
年
と
か
宣
告
を
受
け
た
方
々
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の

方
々
が
死
を
心
安
ら
か
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
形
が
基
本
に
な
っ
て
で
き
て
い
る
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
私
も
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
豊
か
な
充
実
し
た
老
後
の
人
生
を
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
主
眼
の
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
老
後
の
生
の
充
実
の
た
め
の
介
護
と
い
い
ま
す
か
、
ケ
ア
と
い

い
ま
す
か
、そ
れ
が
中
心
で
す
。
後
者
は
続
い
て
い
く
生
が
前
提
、前
者
は
予
期
さ
れ
る
死
が
前
提
で
す
。
私
が
思
い
ま
す
の
は
、
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こ
れ
ら
課
題
と
役
割
を
異
に
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
も
の
を
つ
な
げ
る
よ
う
な
施
設
で
す
。
そ
れ
は
、
実
現
す
れ
ば
、

生
と
死
が
貫
か
れ
て
い
る
と
説
く
禅
の
教
え
を
具
現
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
る
の
で
す
。

　
　
　
　

先
ほ
ど
の
命
の
問
題
と
も
関
連
す
る
の
で
す
が
、
生
と
死
と
は
、
決
し
て
断
絶
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
吹
き
抜
け
に
な
っ
て

い
る
世
界
で
す
。
そ
の
世
界
を
大
ら
か
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
び
と
が
出
入
り
す
る
。
そ
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
い
き
い
き
と
し
た
活
動
が
展
開
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
　
　
　

例
え
ば
、
本
学
に
は
短
期
大
学
部
に
付
属
す
る
幼
稚
園
が
ご
ざ
い
ま
す
。
御
本
山
に
は
保
育
園
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
通

う
子
供
た
ち
と
も
接
触
が
で
き
る
と
同
時
に
、
例
え
ば
、
お
坊
さ
ん
の
話
、
生
死
を
越
え
る
境
涯
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
っ

た
話
も
聞
け
る
。
道
元
禅
師
は
、生
死
を
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
喩
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、自
然
に
季
節
が
動
い
て
い
く
よ
う
な
、

そ
う
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
生
涯
を
最
後
ま
で
充
実
し
て
過
ご
し
、
か
つ
、
安
ら
か
に
終
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
、
完
全
な

も
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
近
づ
け
る
よ
う
な
も
の
を
具
体
的
な
形
に
で
き
な
い
か
と
考
え
、
議
論
を
進
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

司
会
　
質
問
票
に
沿
っ
て
お
答
え
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
会
場
の
方
々
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
是
非
こ
れ
は
聞
い

て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

会
場
　
木
村
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」と
い
う
の
は
、英
語
な
い
し
、外
国
語
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
会
社
で
も
そ
う
い
う
試
み
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
大
学
で
や
る
と
し
た
ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

仏
教
系
の
大
学
と
い
う
の
は
、
昔
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
今
で
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
歯
学
部
に
関
し

て
は
、
経
営
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
高
い
見
地
で
お
考
え
に
な
ら
な
い
と
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
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て
い
く
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
木
村
先
生
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
は
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
ち
ら
に
、
最
後
に
お
答
え
い
た
だ
こ
う
か
と
思
っ
て
い
た
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
今
、
ご
質
問
い
た
だ

き
ま
し
た
内
容
と
、
重
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
木
村
先
生
に
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
の
先
の

百
年
に
向
け
て
の
展
望
と
し
て
、
国
際
化
の
推
進
と
拡
充
・
地
域
貢
献
・
学
園
と
の
連
携
強
化
等
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
障
害
や
、
課
題
と
し
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
先
生
は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。」
と
い
う
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
村
　
今
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
に
詳
し
く
お
答
え
す
る
に
は
、お
そ
ら
く
あ
と
三
十
分
か
一
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。今
は
、

私
ど
も
が
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
の
要
点
だ
け
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
英
語
が
国
際
語
と
し
て
急
速
に
広
ま
っ
て
き
た
た
め
に
、
そ
の

言
葉
を
通
じ
て
、
世
界
が
一
つ
の
方
向
へ
と
大
き
く
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
学
の
学
生
に
そ
れ
を
習
得
さ
せ
る
教
育

を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
一
環
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
講
演
の
中
で
申
し
上
げ
ま
し
た
の
は
、
御
移
転

に
か
か
わ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
大
本
山
總
持
寺
に
是
非
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
方
向
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
に
お
け
る
世
界
的
な
一
元
化
・
画
一
化
に

対
応
し
て
の
国
際
部
の
拡
充
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
の
で
す
。
国
際
部
は
現
に
、
例
え
ば
外
国
の
方
々
、
英
語
圏
の
方
々

の
た
め
に
参
禅
会
を
行
う
と
か
、
外
国
へ
の
布
教
の
支
援
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
お
仕
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

さ
ら
に
例
え
ば
、
大
が
か
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
積
極
的
に
瑩
山
禅
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
と

い
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
御
本
山
の
中
で
の
国
際
部
の
位
置
づ
け
を
高
め
て
、
国
際
部
の
部
長
さ
ん
の
発
言
が
こ
れ
ま
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で
以
上
に
重
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

最
後
に
、
教
育
と
経
営
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ご
指
摘
の
通
り
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
と
く

に
歯
学
部
の
入
学
志
願
者
の
減
少
と
い
う
現
状
は
大
き
な
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
日
本
社
会
の
少
子
化
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
大
学
と
し
て
本
学
の
良
さ
を
十
分
に
宣
伝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
よ
う
に
、

私
は
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
歯
学
部
に
は
付
属
の
病
院
が
あ
り
、
学
生
の
み
な
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
実
習
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

先
生
方
は
大
変
丁
寧
に
教
育
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
良
さ
を
も
っ
と
う
ま
く
宣
伝
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一
方
で
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

も
う
一
つ
、
こ
れ
ま
で
や
や
疎
遠
で
あ
っ
た
同
窓
会
や
父
母
会
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
化
し
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
具
体
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　

た
だ
、
何
と
い
っ
て
も
本
学
の
一
番
の
良
さ
は
、
私
は
、
し
っ
か
り
し
た
禅
の
精
神
、
建
学
の
精
神
を
ふ
ま
え
た
人
間
教
育
が

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
人
間
力
」
と
い
う
総
合
的
な
人
間
と
し
て
の
魅
力
や
信
頼
感
を
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
た
学
生
さ
ん
を
育
て
送
り
出
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
教
育
の
面
で
は
特
に
重
点
を
お
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
、

本
学
が
ほ
か
の
大
学
に
比
べ
て
、
対
等
以
上
に
や
っ
て
い
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

司
会
　
会
場
か
ら
ま
だ
ご
質
問
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
時
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
木
村
学
長
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
・

課
題
と
い
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
以

上
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
に
学
生
さ
ん
か
ら
で
す
ね
、「
今
日
、
こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
出
て
、
三
ヶ
月
前
の
十
一
日
に
起
こ
っ
た
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
た
め
黙
祷
も
で
き
ま
し
て
、
改
め
て
自
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分
の
命
や
人
の
命
の
重
み
と
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
感
想
も
い

た
だ
け
ま
し
た
。
今
日
は
、
大
本
山
總
持
寺
の
御
移
転
を
め
ぐ
る
第
三
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
先
生
方
か

ら
い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
ご
発
表
を
い
た
だ
き
、
ま
た
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
上

を
も
ち
ま
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
合
司
会
　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
、司
会
の
先
生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
時
間
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
に
、

仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
・
本
学
副
学
長
、
そ
し
て
、
歯
学
部
教
授
で
あ
り
ま
す
、
前
田
伸
子
先
生
よ
り
、
閉
会
の
ご
挨
拶
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
田
　
本
日
は
大
本
山
御
移
転
百
年
記
念
平
成
二
十
三
年
度
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
御
移
転
の
真
実
を
探

る
」
に
、
足
元
が
悪
い
中
、
多
数
の
皆
様
が
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い

う
も
の
は
、
講
師
・
パ
ネ
リ
ス
ト
の
講
演
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
場
に
今
お
ら
れ
る
皆
様
方
が
、
積
極
的
に
参
加
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
思
っ
た
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
無
事
に
、
あ
る
い
は
成
功
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
今
回
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
の
、
非
常
に
鋭
い
、
あ
る
い
は
活
発
な
、
あ
る
い
は
熱
心
な
ご
質
問
・
ご
討
議
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
、
学
生
さ
ん
の
感
想
の
中
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
月
過
ぎ
ま
し
て
、
今
回
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
こ
の
場
で
、
皆
様
方
と
ご
一
緒
に
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ

た
こ
と
を
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
、
お
目
に
か
か
る
こ
と
を
楽
し
み
に
い
た
し
ま
し
て
、
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
了
と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


